A Study of Kenryaku Sannen Dairi Uta-awase with Annotation II by 田渕 句美子 & 中世和歌の会
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晩秋の夜に鳴き、寂しさを掻き立てる。 ﹁夜半﹂と﹁弱﹂を掛ける。この掛詞は、七番右の雅経 歌でも用いられ、九条兼実家の歌会で詠まれた家隆歌 真似たものと定家は批判しているが、ここでは特に批判していない。重複を避けることもあるが、ベテラン歌人の雅経と、そうではない家衡とでは、判 厳しさに違いがあるか。〇かれ野の草の
　﹁枯野﹂と声の﹁嗄れ﹂を掛ける。この掛詞として早
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いものに①の例がある。①では俊成判で﹁きりぎりすの声もかれ野になりやしぬらんといへ 、声をきかぬにぞ似たるべき﹂と述べられ、 ﹁声﹂が嗄れるとは、ほぼ聞こえない状態か。また、続いて俊成は﹁詞不審に聞ゆ﹂と述べ 当時この掛詞は先例のごく少ない表現だったことが知られる。 作者経家は家衡の父であり、左歌は①を意識し か。一方で、本歌合﹁寒野虫﹂題では、十二首 うち声の﹁嗄れ﹂を詠むものは五首にのぼる（七番左 九番左右、十番右、十一番左右） 。歌合参加にあたり、どのように詠むのがよいか、新進歌人を中心に検討する会があったか。新進歌人達が詠む表現・素材が偏る点は、この歌合にかなり多く見られる。〇露になくなり
　





ゆく様子をそのまま詠むの 主流で、当該歌のように反語を用 て逆説的に虫が衰え 様子を詠む発想は他に見られず、新奇 表現。〇ねになきかれぬ
　﹁鳴き﹂と﹁泣き﹂ 、 ﹁嗄れ﹂と﹁枯れ﹂を掛け
る。④の西行歌﹁よわるか声の遠ざかり行く﹂などを勘案すると、﹁離れ﹂も響いているか。 ﹁なきかる﹂は声がかすれ、殆ど聞こえない状態。類例に⑤の﹁なきからす﹂が見ら る。⑤の 定家より﹁なきからしたるといへる、あまりめづ しき詞にや侍らん。つねに詠み らはねど艶にをかし 詞も侍るを、こ さしもきこ
え侍らぬにや﹂と評され、鳴いて声を嗄らす表現はあまり評価されていない。嘉応二年（一一七〇）の⑥の判詞では、人々の﹁虫の音も⋮かれがれと侍る事もよろしからず。かきこそ絶ゆべけれ﹂という難陳に対し、判者清輔が﹁ゆゑはさもあれども、十月初比、霜枯れ残りたる花の下 虫の音折々きこえずやある、心細くこそよまれたれ﹂と言う。① 判詞とも通じるが、 ﹁か がれ﹂の虫の音はかき絶えたような状況で、時々幽かに聞こえてくる、寂寞とした風景を示す。〇霜のふ は
　﹁旧葉も﹂と﹁降りはも﹂の掛詞（ ﹁はも﹂





てて良い表現や発想もないということ。衰えた秋を弱った虫の音であらわすと う常套的な発想を指摘。定家判 この評価が用 れるときは、相手方に良いところがある場合は負に、相手方に咎 ある場合は持または勝になっている。ここでは後者 持。〇右は思ふところありげ
　
詠み方が何かを意図している感じがあることを推察




きに対して﹁やすらかに言ひ下し﹂て ると う評があるが（ ﹃内裏歌合
 建保二年
﹄十九番定家判ほか） 、 ﹁やすらか﹂は詞の意がとりや












































































































恨んでいるようだ。 は嵐を待つばかりの松虫も 枯れ野の露に（濡れて） 、消えるに消えられぬ声で。 （それはまるで来るはず ない人を待って泣き濡れてい 私のようだ） 。













































は同義語で、一緒 詠むのは同心病だとの難。定家独自 説であらしい（ ︻補説︼参照） 。〇こと 擣衣を詠めるにや侍るべき
　﹁虫﹂





































































































初霜の置 野の小篠（が風に翻り、葉裏を見て 恨んでも、 （季節は移ろいゆき、松は枯れないが）自分（の声）は嗄れてゆく松虫の声よ。





























ることが多いが、本来は﹁葛﹂の葉裏で詠むのが常套。③のよ に葛と篠が共に詠まれた歌はあるので、連想されるものであったかもしれないが、篠の葉裏を詠むものはなく 新奇。為家 工夫か 篠が風に吹かれてい ことを暗示する。〇おのれかれゆくまつ虫の声
　




























































































（振り立てて鳴いていた）鈴虫の声はますます弱っているのか（聞こえなくなってきた） 。夜半の霜が降った布留野の小篠を吹き荒れる、絶え間 い嵐に（かき消されて） 。
（右歌の） ﹁虫の声﹂ ﹁夜半の霜﹂のことは、七番の右歌と同じ

























































































































































































































































これは﹃伊勢物語﹄百二十三段 も見える ﹁年をへてすみこし里を出でていなばいとど深草野とやなりなむ﹂ （古今集・雑下・九七一・在原業平）に拠るもので、 ﹁深草﹂以外の位置を変えずに三句近く摂取した雅経に対し、定家は次のように述べる。
古き歌を本歌として詠む時、多く取りすぐすは昔よりのならひに侍れど、上句を下にもすゑ、下句を上にも引きちがへ、また五・七句はさながら詠みすゑ侍る事も歌のさまに従ひては常に
侍るめれど、



















































































































































ふ（古・旧）る﹂を掛ける。 ﹁あすか﹂ ﹁風﹂を共に詠む歌は、新古今時代頃から現れた表現。本歌に掲げたＢ歌は、飛鳥浄御原宮から藤原宮へ遷都した後、賑わいを失った明日香にむなしく吹く風を詠んだもの。後鳥羽院から順徳天皇へと 壇が変わり、初学の人らも参加するなど新たな風が吹く中で、遷都後の荒廃した飛鳥の都と自 重ねて、 びたものとす 。〇身はいたづらに秋ぞ悲き
　﹁秋﹂と﹁飽き﹂を掛ける。古都の秋の悲しさと身が古りゆ







ひしる﹂は主に﹁心﹂ ﹁詞﹂ ﹁姿﹂などに対して用いられ、 ﹁内容を的確に表すための言葉づかい 心得 いる﹂の意。〇い づらに…悲しめるより
　
定家自身の右歌について、 ﹁ふるさと﹂と身が﹁古
る﹂の掛詞を指摘し、述懐を詠んだことをあえて示し い 。 ﹃拾遺愚草﹄ 詞書に自ら﹁于時従三位侍従﹂ 記すように、二年前建暦元年に、熱望した蔵人頭になれず、不遇を嘆いていた。蔵人頭
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間書院、二〇〇六年）において、判詞の﹁よき持﹂に着目し 特俊成においては﹁左右に相似た表現 歌が並び、並んだことにより番としてのよさが顕れて ること よって﹁よき持﹂と評されてい





























































































以来見られるが、恋歌 男性側が用いる表現であった。当該歌のように神祇に対して自らのことばを指すため 初めて用いたのは、②の建久期の慈円である。〇き ゆ かりに住吉の松
　
平安後期以









関係をも表す。現実から遊離した美的空間や恋 情趣を詠む新古今時代には、定家をはじめとして好んで用い れた。⑥の宮内卿の歌は、嵐に遇う常緑の松が、他の木々の落葉のなかで屹立して緑 鮮
やかにしてゆく様を詠む。〇松にはたえぬ
　﹁たえぬ﹂は﹁耐へぬ﹂




﹁山おろし﹂ではなく、ただ﹁山風﹂と詠むべきという指摘。 ﹁寄風﹂詠は﹃六百番歌合﹄以来﹁寄風恋﹂題が新古今時代を通して見られ、恋の情趣を含ませるため﹁秋風﹂ 秋の風 ﹁松風﹂と専ら詠まれており、 ﹁風﹂は回さず、そのまま詠む。一方、 ﹃新古今集﹄には﹁寄風懐旧﹂に を詠ま ⑧ほか一首が入集する。なお十三番【歌題】参照。
【補説】






























































































は上空を吹く風で、五節 舞姫と もに詠 れることが多い。〇雲のかけはし
　
たなびく雲を階に見立てたもの。風がのどかでとぎれ



















ほかに﹃頼政集﹄ ﹃隆信集﹄や﹃歌仙落書﹄などにも見える。院政期に多いのは、殿上人の増加と家格の形成、また武士にも院昇殿が許される例があったこと、院昇殿と内昇殿 差別化などにより、歌人達の昇殿への関心が、和歌に表象されたためであろう。 
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